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6/8（土）にThe First English Cross-
culture Seminarを開催しました！
English Cross-culture Seminarとは沖縄科
学技術大学院大学（OIST）にて次世代を担う
高校生から大学生を対象にしているセミナーで、午
前中は、インド、アメリカやイランなど世界各国出身
のOIST 研究者やスタッフと英語のみで様々なテー
マに沿って、コミュニケーションを図りました。
途中のディスカッションの時間では、2019年度の
東京大学での入学式で祝辞を述べた上野千鶴子
教授の「現代社会における性差別」を題材と取り
上げ、英語でのグループワークを行いました。
討論を闊達に行うOIST関係者の様子を目の当
たりにし、普段の学校でそのようなディベート形式の
討論に慣れていない参加者は驚きの表情を見せ、
新鮮さを感じたとの感想が寄せられました。

The First English and Cross-culture Seminar



午後は、21 世紀型スキルとされている「批判的
思考力」を高める為の日本語でのグループワークを
行いました。
「日頃はあまり考えず様々な話を聞いていたが、
今後はもっと自分の意見や相手の話をちゃんと聞
いて、批判的思考力を高めたい！」という意見や
「自分の将来や夢に向けて大切なことや今後身に
つけたい事が学べた」と充実した時間を過ごした様
子でした。
参加者は、日常で体験できない環境に驚きや、
英語で表現できないもどかしさも感じながらも必死
に伝えようとしている姿や真剣に考えている顔つき
がとても印象的でした。これからも英語をツールとし
て学び、様々な人とコミュニケーションが出来る人
材になって欲しいと思います！

ランチタイムに行われた 英語によるOIST キャンパ
スツアーでは、最先端の科学・技術に触れる機会を
持ち、「日頃関わることの出来ないOISTの研究者や
施設等について学べた」「英語の学習意欲が向上し
た！」「日本人は積極的に意見を言うことが少ないの
に対し、外国人は積極的でびっくりしたけど私もこうな
りたい！」と感想がありました。

The Second English Cross-culture Seminar

日時：2019年8月3日（土）
9:30～16:00

場所：沖縄科学技術大学院大学
（OIST）

↓財団お問い合わせフォーム↓
https://kokusai.oihf.or.jp/events/1559266471/

本セミナーは年に５回開催予定で次回の第２
回は、すでに当財団ホームページで募集を開始し
ております！！
定員に限りがあり先着順でのご応募になります
ので興味がある方はお問い合わせや応募をお待
ちしております！

https://kokusai.oihf.or.jp/events/1559266471/


2019年度 ウチナーンチュ子弟等留学生の皆さん沖縄へようこそ！

4月25日には謝花副知事を表敬し、自己紹介や沖縄での留学生活の目標などを一人ずつ緊張しなが
らも日本語や沖縄方言を用いて発表しました。謝花副知事からは、学校生活だけでなく沖縄の自然や人々
ともふれあい、この１年間の留学生活を有意義に過ごしてほしいと激励の言葉を頂きました。子弟等留学生
は県内各地の大学で日本語以外にもそれぞれの専門分野や沖縄の歴史・文化について学ぶ他、琉球料
理を学ぶ学生や後半には企業研修を控えている学生がいます。
また、沖縄についての知識を深めてもらう為、平和学習や歴史学習、県内外での研修も行う予定です。
今年度の学生も多くのことを経験し、色々な方と出会い人生の糧になる留学生活を過ごしてほしいと願って
います。

本事業は、海外へ移住した沖縄県出身者の子弟やアジア諸国から1年間留学生
を受け入れ、県内の大学や企業、伝統芸能習得期間で就学・研修させ、その経験
を将来的に本県と出身国との架け橋になる人材として育成し、双方の国際交流に寄
与せしめることを目的に実施しています。本年度は、アメリカ・カナダ・アルゼンチン・ブラ
ジル・ボリビア・ペルー・中国（福建省）・韓国・台湾の９つの国と地域から計12名
のウチナーンチュ子弟等留学生が来沖しました。

4/25 沖縄県庁へ副知事表敬

4/25 沖縄県庁にて懇親会 4/12 オリエンテーションの様子



災害時外国人支援サポーター養成講座

島嶼県沖縄の地域防災力を高め、大規模災
害発災時に財団が立ち上げる「多言語支援
センター」と協力しながら避難所巡回を行い
外国人の被災状況に関する情報収集やライ
フラインの多言語化及び発信などを担う「災
害時外国人支援サポーター」を育成する「災
害時外国人支援サポーター養成講座を5月
11日（土）から全6回にわたり実施し、37
名が修了登録しました。

第１回の講座では財団職員が講師となり「災害時外国人支
援の課題」と、災害時に溢れる「デマとどう向き合うか」のテーマに
ついて講義や演習を行いました。「私達が日常生活の中でストッ
ク（蓄積）してきた防災に関する知識は、必ずしも外国人が
同じように知識としてもっているとは限らないし、むしろ欠如してい
る可能性が高い。そのためサポーターとして外国人に情報を発
信する際に、情報を足したり引いたりして、災害時に外国人が
自分から避難行動を取るようにサポートしないといけない」という
ことを受講者は学びました。
琉球病院の大鶴副院長と心理療法士の諸見先生による「災
害時のこころのケア」や「PFA（サイコロジカル・ファーストエイ
ド）」の講義や演習では、「被災地の活動を通して、心療医で
もこころを病むことがある」というこれまでの事例に触れ、災害時
外国人支援サポーターとして「できないことを安易にできると回答
せず、できないことに対してできないと表明する勇気も必要」であ
ることを学び、自分自身が支援にあたる際、自身へのストレスや
心のケアの大切さも学びました。また、大鶴先生自身が東日本
大震災や熊本地震でのDPAT隊員として医療従事者の心のケ
アに何か月も携わってきた体験談が語られた他、参加者は講義
を通して何よりも被災者に寄り添い「傾聴する」ことの大切さや、
サポーターが支援活動をしていく中で必ず心の浮き沈みに直面
することがあり、そのことに客観的に向き合うことの大切さを学び
ました。

大東文化大学講師の前田先生による「やさしい日本語」
に関するセミナーでは、情報をシンプルにしたり、必要に応じ
て外国人の方々が、災害時特有の用語を理解できるよう、
情報を足したり、引いたりしなければならないことを学びまし
た。グループで「こう訳した方がいいのでは？」「余震という言
葉は分かるか？」など沢山の意見をいい合い協力して”やさ
しい日本語“をつくっていました。前田先生から「外国人の方
に何を一番伝えないといけないのか。難しい日本語を簡単
に直訳するわけではなく、言いたいことを伝えなくてはいけな
い」ということを考え、多くのアイディアを出し合い、グループの
回答を作っていました。「”やさしい日本語”を作るのは全然
やさしくなかったが、災害時に大事なスキルになるので日頃
から考えることや訳する練習をしていきたい」と習得に悩みな
がらも前向きな声をたくさんのサポーターから頂きました。

避難所運営訓連の様子

ワークショップに取り組む受講者

【講義】災害時におけるこころのケアーサポーターの心構え

【講義・演習】災害時に役立つ「やさしい日本語」



大規模災害時に開設される避難所等において、避難者カードの記
入を想定している自治体も多いと思います。しかし、カードの様式が自
治体によりバラバラで統一されていなかったり、生年月日を元号記入し
なければならなかったり、またアレルギー情報や宗教面で配慮すべき事
項が記入できないなど、災害時に外国人が被災することを想定していな
い内容となっています。また、外国人によりカードに書かれた文字が数字
の”１”なのか、ローマ字の“ｌ”なのか、判別する側にとっても時間と労力
を要します。
そのような課題を改善し外国人被災者を支援するため、多言語による
「オンライン被災者登録フォーム」を開発し、大規模災害時において財
団が立ち上げる「災害時多言語支援センター」で活用することとしていま
す。具体的には、我々で育成している災害時外国人支援サポーターや、
行政職員と連携し、収集する外国人被災者情報を多言語支援セン
ターで集約し、自治体や領事館・大使館・出入国在留管理局など、支
援に必要とされる関係機関と情報の共有を行い、支援につなげます。
フォームは、サポーターのIDにある２次元バーコードや財団HPからもア
クセスできます。外国人が持っているスマートフォンからアクセスできますの
で、サポーター等が避難所巡回する中で、被災者に寄り添いながら、ハ
ングル文字など特殊な文字での入力も可能となります。
本フォームがサポーターだけではなく、自治体職員等、関係者にとって
も身近に活用できるよう、定期的にセミナーを開催し、身近なツールとし
て啓発に努めて参ります。

外国人被災者支援のための｢多言語オンライン避難者登録フォーム｣

（一財）ダイバーシティ研究所代表理事の田村太郎氏による講
座では、「災害時における外国人支援―これまでの災害時対応と
これからについてー」をテーマに災害時における外国人支援には「ス
トック情報」と「フロー情報」に着目することの必要性を学んだ他、日
本全体で永住者資格を取得する外国人が増加している傾向から、
地域住民とともに外国人が参画できる地域防災の環境づくりこそが、
多文化共生のまちづくりを形成して行く上で必要であることも学びま
した。「”安心して避難生活を送るための支援がしたい”という気持ち
を持っているサポーターが大事」という田村氏の言葉にうなずく多くの
受講生が見受けられました。

最終回はこれまでの講座の復習も兼ねて避難所運営ゲーム
（HUG）机上訓練を実施しました。避難者に見立てたカードを体
育館やグラウンドにどのように状況に即して配置するか、グループのメン
バーで討論しながら取り組みました。また避難者の対応と平行して
様々なシナリオへの解決策を検討しました。例えば、「アルコールが含
まれる除菌用シートを配ったところ、外国人避難者から「使えない」と
苦情が入りました。どのように対応しますか」など、実際にこれまでの災
害時の避難所で起きた事例などをシナリオとして、参加者に対応して
いただきました。情報の掲示や多言語化など2時間30分の終了修
了しました。

参加者からは、「2時間30分の訓練でもとても疲れたのに、実際の災害時の対応を考えると・・・」や「訓練で
付与されたシナリオが実際の現場でも起こりうる内容でとても有意義な訓練だった」などの感想が寄せられました。
全６回への参加は、受講者の皆さんにとってとても大変だったかと思いますが、講座を通して少しでも、島嶼県
沖縄の地域防災について考え、また日頃からの防災や減災についての備えに関して学ぶことができたと感じてくだ
されば幸いです。ご参加いただきました皆さん、また講師の方、ありがとうございました！

【講義・演習】多文化共生と災害時における外国人支援

【演習】HUG訓連に取り組む受講者
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詳細は財団
ホームページにて
ご覧下さい！
https://kokusai.
oihf.or.jp/

外国人が地域住民として
直面する諸問題に関し、
日常的に相談できる窓口
を設置し、外国人向けに
多言語による生活相談を
実施するほか、沖縄弁護
士会等の専門機関との協
働により、在住外国人の
生活面や労働面等を専門
的に支援するための法律
相談会を実施します。

外国人のための法律・生活相談

国際理解・国際協力のための

中学生の作文コンテスト
沖縄県予選

作品 応募締切

９月５日（木）

16：00必着
財団HPオンラインフォームに必要
事項を入力し、作品をアップロード
の上ご応募下さい。

国際理解・国際協力のための

高校生の主張コンクール
沖縄県地方大会

日時：2019年9月14日(土）

13：00～
場所：Ｐ’ｓ SQUARE

弁士 応募締切９月２日(月)

16:00必着
財団HPオンラインフォームに必要
事項を入力し、作品をアップロード
の上ご応募下さい。

弁士募集！

作品募集！



沖縄スリランカ友好協会

沖縄県ユネスコ協会

第12回 「平和の鐘を鳴らそう！」「平和学習会」

内容 「7月19日を民間ユネスコ運動の日とし、全国一斉に平和を願い考える。
平和学習会のあと、沖縄コンベンションセンターにて万国津梁館の鐘(レプリカ)を
ひとりひとり平和を願いながら打ち鳴らします。

日時 2019年7月6日（土）10:00～12:30  

場所 【Ⅰ部】「平和学習会」 沖縄県立宜野湾高等学校（視聴覚室）
【Ⅱ部】「平和の鐘を鳴らそう！」 沖縄コンベンションセンター
Ⅰ部 9:30～10:00受付

10:00～11:10｢平和学習会｣ 講師：我如古 香奈子
・・・コンベンションセンターへ移動・・・

Ⅱ部 11:35 万国津梁館の鐘前 整列
11:45～12:00 主催者挨拶 高校生による平和宣言
12:00～12:25 平和の鐘を鳴らそう！
12:25～12:30 閉会式
※記念撮影 アンケート記入提出

参加費 無料

内容 会長 ディリープ チャンドララールによる講演会では、スリランカの最近の事情、
教育事情と新設予定の日本スリランカ友好学校の実態を中心にした話。
15:00時から40分程度、スリランカ国立芸術大学の教員を含め３名の女性に
よる伝統芸能披露。そのあと交流会を行います。

日時 2019年７月６日（土）14:00～17:00

場所 沖縄大学３号館１０１教室

参加費 講演会無料/交流会500円

沖縄県内国際交流団体
イベント情報

講演会 「スリランカの最近の事情と教育事情」
スリランカの伝統芸能の鑑賞と交流

お問い合わせ
沖縄県ユネスコ協会
TEL：098-866-2746
FAX：098-863-9547
(県教育庁生涯学習振興課内)
info@okinawa-unesco.com

お問い合わせ
沖縄スリランカ友好協会
TEL：080-9851-7718



財団主催日本語教室

第1回 7月28日(日)

北谷町立図書館

第2回 8月4日(日)

西原町立図書館

第3回 8月18日(日)

沖縄市立図書館

多くのご参加お待ちしています♪

外国語絵本読み聞かせ教室

日本語の読み・書きの指導
日常生活に必要な日本語の指導

2019年４月～2020年３月
毎週金曜日(週１回)
１９：００～２１：００

お申込みは財団HP見学予約フォームへ♪

賛助会員募集！

公益財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団（略称「OIHF」）は、本県の多文化共生社会の推
進に寄与し、振興発展を担う人材育成事業や、国際性豊かな活力ある沖縄づくりを目指し、国際交流・
協力事業を推進しております。当財団の趣旨や活動に賛同し、活動を支援してくださる、賛助会員を募集
しています。沖縄県国際交流・人材育成財団の事業は会員の皆さまの支援によって支えられています。
皆様のご協力をお願いいたします。

【年会費】 個人：3,000円 団体：10,000円

★お申し込み・お問い合わせは国際交流課まで★
TEL:098-942-9215 FAX:098-942-9220

E-mail:kokusai2@oihf.or.jp

財団主催


